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【研究の背景・目的】 

近年ビッグデータの利活用は進んでいるが、デー
タを集中管理する手法はネットワーク技術の点で厳
しい局面を迎えている。その打開策として、データ
を集めることなく自律分散的にビッグデータの効率
的な分析、共有、相互活用を行なう新しいソフトウ
ェア基盤技術が求められている。 
一方、2つのデータベース間での整合性を保証する

手法として双方向変換がある。古くはデータベース
分野におけるビュー更新問題として扱われてきたが、
近年は新しいプログラミングモデルとデータ同期・
相互運用の方法として注目を浴び、様々な双方向変
換言語が提案されている。双方向変換にはデータの
相互活用をはじめ多くの潜在的な応用があるが、概
念実証の応用例しか発表されていないのが現状であ
る。 
本研究では、双方向変換技術を「高信頼・大規模・

高効率」の方向へ深化させるとともに、自律分散ビ
ッグデータの統合・共有・相互運用のためのソフト
ウェア基盤技術を確立することを目指す。 
 

 
【研究の方法】 

本研究の目的を達成するために、これまでの研究
成果を踏まえて、双方向変換技術を深化させ、自律
分散データの相互運用の基盤技術を確立する。具体
的には次の 3 つの目標に分けてこれらを実現する。

「目標 1：双方向変換の深化」ではモジュール化、
静的解析・自動検証、強力なデバッグ機構と学習支
援により大規模・高信頼で系統的な開発を可能とす
る。「目標 2：双方向変換による新たな基盤の構築」
では自律分散ビックデータの相互活用のための新た
な基盤: ビューパッシング計算モデルを確立し、非
同期並列処理により効率性を実現する。「目標 3：双
方向変換の実例への応用」では社会の実問題である、
推薦システム等の 2 つの問題に取り組み、ビューパ
ッシング計算モデルの有用性を示す。 
 

【期待される成果と意義】 
 本研究の学術的な特色は、自律分散ビッグデータ
の相互活用の基盤技術の開発を応用例として念頭に
置き、双方向変換技術を深化させ、大規模で高信頼
な双方向変換の開発を支援する環境を実現すること
である。 
本研究は、双方向変換において既に取り組んでいる、
ユーザの意図の反映の実現等の独創的な研究を深化
させるだけでなく、応用面の重大課題の解決にも画
期的な一歩となる点で更に独創的である。これによ
り、大規模な実用に堪えうる双方向変換技術基盤を
構築でき、背景の節で述べた現行のクラウド環境等
による一元管理における問題を乗り越える自律分散
ビッグデータの相互活用システムの開発のための新
しい方法論を与えることが期待される。 
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